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… H11111川川田~広報かなき 

町
で
は
、
芦
野
湖
に
架
か
る
浮

き
橋
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
今

年
の
十
月
の
完
成
子
定
に
合
わ
せ

て
名
称
を
公
募
し
ま
す
。
 

こ
の
浮
き
橋
の
型
式
は
、
芦
野

湖

（
約
五
十
（
ク
タ
ー
ル
）
を
横

断
し
、
吊
橋
と
オ
ー
ト
ギ
ャ
ン
プ

場
を
つ
な
ぐ
幅
二

・
四
m
、
長
さ

二
六
五
m
の
湖
に
浮
か
ぶ
橋

（
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
型
）
で
、
 

中
央
に
は
ボ

ー
ト
の
渡
り
橋
、
東

屋
、
釣
り
場
、
広
場
が
あ
り
、
照
 

明
灯
に
よ
り
浮
き
橋
が
夜
の
湖
面

に
映
し
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
東
北
で

一
番
長
い
浮
き
橋

で
す
。
こ
れ
で
、
芦
野
湖
に
架
か

る
橋
は
、
桜
松
橋

（吊
橋
）
、
太

宰
橋

（
木橋
）
、夫
婦
橋

（
木
橋
）
、
 

芦
野
大
橋

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に

加
え
て
五
カ
所
と
な
り
ま
す
。
 

公
募
で
採
用
さ
れ
た
方
に
は
賞

状
及
び
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
の

で
、
素
晴
ら
し
い
名
前
を
付
け
て

下
さ
い
。
 

(
 



広報かなぎ川mlmIm 

完成予想図 

へ 
応
募
の
趣
旨
 

町
で
は
、
農
林
省
及
び
青
森
県

の
補
助
事
業
を
受
け
、
芦
野
湖
湖

上
に
浮
き
橋
を
建
設
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
施
設
が
県
民
の
誰
か
ら

も
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ

る
よ
う
な
「
名
称
」
を
募
集
し
ま

す
。
 

募
集
の
内
容
 

芦
野
湖
の
水
辺
空
間
を
利
用
し

た
、
吊
橋
と
オ
ー
ト
ギ
ャ
ン
プ
場

と
の
湖
上
通
路
と
し
て
結
ぶ
浮
き

橋
の
遊
歩
道
で
、
芦
野
湖
の
景
観

に
彩
り
を
添
え
た
、
湖
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
浮
き
橋
の
名
称
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
。
 

主
催
 
金
木
町
 

応
募
資
格
 

青
森
県
に
在
住
す
る
方
、
又
は

金
木
町
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
方
。
 

応
募
方
法
 

①
官
製
ハ
ガ
ギ
を
使
用
し
、
 一

枚
に
ひ
と
つ
の
名
称
を
書
い

て
下
さ
い
。
 

②
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

③
官
製
ハ
ガ
ギ
の
裏
面
に
住
所
、
 

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

④
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
 
 

応
募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
 

⑤
金
木
町
に
本
籍
を
有
し
て
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本

籍
住
所
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
 

応
募
期
間
 

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
 

平
成
八
年
四
月
二
十
九
日
ま
で

締
切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は

有
効
と
し
ま
す
。
 

選
考
方
法
 

主
催
者
側
で
委
嘱
す
る
委
員
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。
 

発
表
 

平
成
八
年
五
月
ニ
十
日
（予
定
）
 

本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
広
報
、
 

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
発
表
し

ま
す
。
 

賞
 

入
選
 
一
点
 

賞
状
、
副
賞
と
し
て
七
万
円
 

入
賞
名
称
が
応
募
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

応
募
先
及
び
間
い
合
わ
せ
先
 

一
工
こ
些
一
青
森
県

北
津
軽
郡
金

木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山
三
二
「
一

金
木
町
役
場
商
工
観
光
課
 

廿
〇

一
七
三
（
五
三
）
二

一
一
一
 

（
内
線
二三
八
）
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峯策町スポーノ賞授与式 黒
 

HI 11111目田~ 広報かなき 

平成7年度金木町スポーツ賞受賞者 

氏名・団体名 競 技 名 氏名・団体名 競 技 名 

松 野 郁 也 銃 剣 道 今 正 秀 ス 	ギ 	ー 

松 野 和 也 金木南 中学校 

角 田 透 前 田 祥 子 ノぐレーボール 

白 川 靖 浩 I, 小 野 貴 史 相 	 撲 

川 ロ 真 史 相 撲 伊 藤 公 寿 II 

松 尾 大 志 'I 松 川 兼 吾 1! 

新 岡 秀 一 /1 伊 藤 春 樹 ス 	ギ 	ー 

福 士 孔 山 田 拓 	人 少林寺拳法 

長 尾 和 明 Iノ 小 野 泰 弘 野 	 球 

田 中 誠 純 ノI 中 谷 幸 治 11 

中 村 陽 仁 ノI 浅 田 学 /1 

工 藤 浩 一 陸 上 奈 良 幸 亮 ウエイトリフテイング 

蒔 田 雄 市 相 撲 小 野 瑞 穂 陸 	上 

泉 谷 竜 祈 11 鳴 海 忠 幸 ス 	キ 	ー 

津 田 匡 宏 古 川 純 一 Iノ 

白 川 元 寛 黒 滝 俊 	治 陸 

増 田 匡 紀 二L 藤 勇 	蔵 ノI 

菅 原 浩 陸 上 蒔 田 正 信 相 	 撲 

楼 庭 望 // 蒔 田 七三郎 相撲指導者 

白 川 裕 晃 1/ 斉 藤 真紀子 バレーボール指導者 

田 中 真 也 11 鳴 海 幸 憲 ソフトボール指導者 

工 藤 高 義 浅 木 全 一 11 

田 中 和 幸 // 白 川 義 正 ゲートボール指導者 

津 田 匡 希 ス キ ー 

平
成
七
年
度
ス
ポ
ー
ッ
賞
授
与
式
が
二
月
二
十

七
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
個
人
四
十
六
人

と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
め
に
鳴
海
収
入
役
が
「
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た

精
神
で
今
後
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
下
さ
い
」
 
と

挨
拶
。
こ
の
後
、
成
田
教
育
長
が
受
賞
者
一
人
一

人
に
賞
状
・
メ
ダ
ル
を
贈
り
栄
誉
を
た
た
え
ま
し

た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 



⑤ 広報かなき旧川川liiiHII 

●金木町農業委員会オーストラリア 

農業視察研修報告書①● 
豊鳥夏轟責会原 田 繁 福 

平成 7 年 4 月から発効したミニマム・アクセス

の米の輸入自由化や平成 7 年11月の新食糧法に対

応するため、これからの我が国の輸入主要国とな

ることが予想される南半球（ォーストラリア）の

農業を視察したいとの意見が委員会の大勢を占め

たことから、オーストラリアに決定し、11月15日

コンチネンタル航空にて、午後 6 時30分仙台発、 

サイノぐン・グアムを経由してシドニー空港へは11 
月16日午前11時ごろ（現地時間）着。現地は快晴、 

気温28でで乾燥しており、約 4 時間後国内線（33名
乗りのプロペラ機）にてこの度の研修の一番の目

的地であるマリー＆リベナ地方の中心地ワガワガ

市まで・約 1時間（シドニ，ー～ワガワガ間約400km)、 

人口 5 万人のワガワガ市から、専用バスにて 2 時

間、人口 6 千人のリートンへ到着。本日の宿泊地

に19時にチェック・インする。 

11月17日ヤンコー農事試験所（1947建立）を視

察825ha の敷地に試験場、学校、試験農場を持ち、 

案内説明してくれたのは、ギャロルさん（36オ） 

です。 

（業務内容） 

①米の品種改良 ②畜産の研究 ③園芸作

物の研究 ④営農指導 ⑤農業専門学校（ 

中学校より入学） ⑥規則、品質管理（害虫

駆除処理） 

敷地内にはオレンジ、レモン、桃、ぶどう、 り 

んご、米等が作付けされ研究されている。 

《オーストラリアの稲作》 

オーストラリアの稲作の歴史は、1905年に松山

市の高須賀穣夫婦が移民し、米の種子を蒔いたの

が始まりで、その後かんがい施設が整備され、19 

24年に商業ベースにのせることに成功したとされ

ている。 

稲作は、今回訪問した・マリー＆リベナ地方のみ

で行なわれており、ニューサウスウェル州の南西

部に位置しシドニーより南西約600km 、緯度的には、 

日本の四国に相当する。 

この地方の米の作付け面積 12万ha 

年間生産量 	 110万t 

米作農家 	 2150戸 

平均農家米作付け面積 200~ 250ha 
平均収穫高 	 9t籾/lha当り 

全生産量の90％が輸出用（中近東、欧州、イン

ドネシア等）となっており、農作業は次の工程で’ 

行われていました。 

米 作 農 場 レーザーでコントロールされた

土かき機を使い土地を水平にす

る 

播 	種 セスナ機により空中種まき田植

えされるのが一般的 

種 の 量 l2Okg/iha当り 50％が良 

種まきの時期 9 月下旬～10月上旬 200本／1 ma 
収穫の時期 3 月下旬～ 6 月上旬 水田1枚 

3.5~4ha 
種まきから収穫まで・ 165-180日 

作 付 品 種 中粒種（6mm）が70% 
背が低く、収穫量が多く、寒

さに強い 

薦粒器票lmm）が30% 

アマル149% 
10-14t/lhaあたり 

ジャラ12%（新種） 

9.7-14t/lhaあたり 

ポーガン 4% 

9.7-14t/1 haあたり 

《収穫量が多い理由》 

①空気が乾燥しており、害虫や病原菌が少ない 

②日射量が多い 

③地元の天候に適した品種の作付け 

《使用される農薬》 	(* 3週間以内に散布） 

オードラlA l回 ヒェ等 

ロンダックス 1回 雑草等 

土中で稲を食い荒す 

この地方の土地は、地下水の上昇による塩害カf 
あり、土地質は良くない。米作のできる土地を土

質で市り限しており、ー般的に 6 年サイクルの輪作

方法により行なわれている。 

● 1年～ 3 年目 

牧草（クローバー等）を栽培し、さらに羊

を放牧することで糞尿や牧草根の持つ肥料

分を土壌中に蓄える。必要に応じて過燐酸

石灰等を追肥する。 

● 4年目 

米ソード種まき（ドリル方式） 

ほとんど農薬や肥料は加えない 

● 5 年目 

米空中種まき 

三種の農薬と必要に応じて尿素使用 

● 6年目 

小麦、大豆、オート麦を作付け 

ダイアンモニア燐酸と尿素使用 

●このサイクルの後輪作の始めに戻る 

（続きは、来月号） 

ローズバン 2 回 ユスリカの一種ローズバン 2 回 



新たな決意の角田さんと竹内さん 

白
寿
祝
う
演
田
さ
き
え
 

二
月
二
十
日
、
金
木
町
嘉
瀬
端

山
崎

（
下
派立
）
に
住
む
演
田
さ

き
さ
ん
が
、
九
十
九
歳
の
誕
生
日
 ん

 
さ
 

，
ぐ
 

さ
 

た
 

え
 

迎
 

を
 

日
 

生
 

誕
 

の
 

。

J
 

を
迎
え
、
金
木
町
か
ら
年
齢
に
ち

な
ん
だ
お
祝
い
金
九
十
九
万
円
を

贈
ら
れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

発
展
に
貢
献
し
て
白
寿
に
達
し
た

長
寿
者
を
褒
賞
し
、
家
族
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
町
民
の
敬
老
精
神
を

高
め
る
た
め
に
平
成
二
年
に
金
木

町
白
寿
祝
金
支
給
条
例
を
制
定
し

演
田
さ
ん
が
第
二
号
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
 

演
田
さ
ん
の
旧
姓
は
櫛
引
。
明

治
三
十
年
二
月
二
十
日
に
金
木
町

嘉
瀬
に
生
ま
れ
、
十
九
歳
で
農
業

を
営
む
沢
吉
さ
ん

（
故
人
）
に
嫁

ぎ
、
家
事
の
傍
ら
農
作
業
を
九
十
 

V
i
9ウ
ー
マ
ン
認
定
 

一」
の
ほ
ど
「
農
山
漁
村
婦
人
の

日
」
県
大
会
が
、
青
森
厚
生
年
金

会
館
で
開
か
れ
、
V
i
c

・
ウ
ー
 

マ
ン
に
金
木
町
か
ら
角
田
和
子
さ

ん
と
竹
内
久
美
子
さ
ん
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

V
i
c
ウ
ー
マ
ン
は
、
地
域
の

モ
デ
ル
と
な
り
得
る
農
業
経
営
や

生
活
改
善
運
動
の
実
践
、
地
域
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極
的
に
 

八
歳
に
な
る
ま
で
続
け
る
と
い
う

頑
張
り
屋
で
、
現
在
は
長
男
定
雄

さ
ん

（
7
2）
と
そ
の
長
男
尚
人
さ

ん

（
4
3）
そ
の
奥
さ
ん
の
陽
子
さ

ん

（
3
8）
と
そ
の
子
供
二
人
の
六

人
暮
ら
し
。
そ
れ
ば
か
り
か
驚
く

こ
と
に
、
孫
二
十

一
人
、
ひ
孫
三

十
四
人
、
九
人
の
や
し
ゃ
ご
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

自
宅
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
田

中
町
長
か
ら
 
「こ
れ
か
ら
も
体
に

気
を
つ
け
て
元
気
に
長
生
き
し
て

下
さ
い
」
 
と励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
漬
田
さ
ん
は
、
 
「あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
 
と
笑顔
で

こ
た
え
て
い
ま
し
た
。
 

活
動
す
る
農
山
漁
村
の
女
性
が
選

ば
れ
た
も
の
で
、
角
田
さ
ん
は
、
 

J
A
金
木
女
性
部
若
妻
会
会
長
と

し
て
、
竹
内
さ
ん
は
、
金
木
地
区

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

の
会
長
等
で
活
躍
し
た
の
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

認
定
に
あ
た
り
角
田
・
竹
内
さ

ん
は
又
フ
ま
で
以
上
に
努
カ
し
、様

々
な
分
野
で
地
域
の
女
性
の
地
位

向
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
い

と
新
た
な
意
欲
を
話
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
 

ま
ち
の
で
き
こ
と
 

造
熱
』
 

ア
 

ニ
 

『ン
 

ン
子
 

」
知
日
 
細
孔
 

肝
田

歳
相
嬉
 

、
ン
士
ロ
3
0金

一
 

業

名
齢
地

族
 

身
 

職
氏
年
出
｛
永

ト
ト
ト
ト
ト
 

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
と

申
し
ま
す
が
、
寒
気
ひ
と
し
お
身

に
し
み
る
季
節
、
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
？
・
東京
に
も
こ

の
冬
初
め
て
雪
が
降
り
、雪
景
色
の

金
木
町
の
こ
と
が
忍
ば
れ
ま
し
た
。
 

私
は
、
高
校
卒
業
後
、
今
後
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
が
繁
栄
す

る
だ
ろ
う
と
い
う
父
母
の
勧
め
も

あ
り
、
仙
台
の
電
子
専
門
学
校
へ

と
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東

京
に
就
職
し
今
な
お
s
E
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
五
年
間

は
郵
政
省
の
為
替
貯
金
シ
ス
テ
ム

の
一
部
を
担
当
し
て
お
り
、
自
分

の
作
成
し
た
シ
ス
テ
ム
が
上
手
く

稼
働
し
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
こ
の
業
界
、
お
給
料
は
男

女
平
等
で
す
が
、
そ
の
分
体
力
的

に
辛
い
こ
と
も
多
く
、
健
康
管
理

に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
 

遠
く
故
郷
を
離
れ
て
良
か
っ
た

こ
と
は
、
ふ
る
里
金
木
町
が
い
か

に
素
晴
ら
し
く
、
自
分
に
と
っ
て

心
の
基
本
に
た
ち
か
え
る
場
所
な

の
だ
と
確
認
で
き
た
こ
と
で
す
。
 

東
京
は
魅
力
的
な
所
で
す
が
、
せ

わ
し
な
い
所
で
も
あ
る
の
で
す
。
 

将
来
的
に
は
、
生
活
の
基
盤
は
東

京
で
、
そ
し
て
自
分
の
食
べ
る
お

米
作
り
の
た
め
、
年
に
数
回
金
木

町
で
稲
作
を
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
視
野
を

広
げ
自
分
を
磨
く
た
め
に
と
、
着

付
け
や
華
道
、
茶
道
な
ど
色
々
励

ん
で
お
り
ま
す
。
 

最
後
に
、
金
木
町
出
身
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
何
か
の
形

で
恩
返
し
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
そ
し
て
、
心
の
豊
か
さ
を
育

て
る
金
木
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

liiil目田川広報かなぎ 



住
宅
相
談
 

適
切
な
指
導
 

金
木
町
商
工
会

建
設
工
業
部

会

（
会長
廿
長
尾
甚
五
郎

）
主

催
の
第
九
回
住
宅
無
料

相
談
日

が
二
月
十

一
日
、
金
木
町
商
工

会
館
一
階
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

同
住
宅
無
料
相
談
日
は
、
同

部
会
が

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
対

す
る
感
謝
と
今
後

の
消
費
拡
大

を
図
る
た
め
に
開
い

て
お
り
、
 

町
民
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
 

会
場
に
は
、
大
工
、
建
築
、
 

左
官
、
板
金
、
木
工
、
電
工
、
 

畳
、
鉄
工
、
塗
装
、
製
材
、
金
 

融
の
十

一
部
会
が
専
門
コ
ー

ナ
 

ー
を
設
け
て
、
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
新
築
や
改
築
、
修
理
に
関

す
る
相
談
に
訪
れ
た
人
を
相
手

に
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場

に
は
、
地
元
企

業
な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
木
工

品
や
食
品
類
の
展
示
即
売
の
他

に
も
持
参
し

た
包
丁
を
無
料
で

研
い
で
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
も
行

わ
れ
、
大
勢
の

町
民
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
 

県
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
主

催
す
る
暮
ら
し

に
活
か
す
介
護

教
室
が

二
月
二
十
九
日
、

保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

介
護
す
る
側
・
さ
れ
る
側
が

住
み
慣
れ
た
家
で
気
持
ち
良
く

暮
ら
す
た
め

に
介
護
の
基
礎
知

識
を
習
得
し

よ
う
と
開

か
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
、
町
内
の
高

齢
者
や
障
害
児

・
者
を
抱
え
る

介
護
者
及
び

そ
の
家
族
、
介
護

業
務
に
携
わ
り
た
い
方
、
在
宅

介
護
を
支
援
し
た
い
方
が
約
八
 

十
人
参
加
。
 

県
婦
人
就
業
援
助
協
会
事
務

局
長
の
山
田
玲

子
さ
ん
が
 
「暮

ら
し
に
活
か
す
身
近
な
豆
知
識
」
 

と
題
し
て
講
話
。
山
田
さ
ん
は
、
 

食
生
活
の
改
善
、
健
康
、
病
気

な
ど
体
験
談
を

ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
語

り
ま
し

た
。
 

こ
の
後
、
 
「家
庭
で
出
来
る

や
さ
し

い
介
護
」
 
と
題
し
、寝

た
き
り
の
方
の
介
護
実
習
の
指

導
を
内
潟
療
護
園
の
主
任
・

戸

来
睦
雄
さ
ん
が
行

い
ま
し
た
。
 

参
加
者
の
中
に
は
ノ
ー
ト

に
一

生
懸
命
書

き
込
む
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
 

暮
ら
し
に
活
か
す
介
護
教
室
 

随所に笑いを交じえた教室 

⑦ 広報かなぎ田川川I'll" 

る
 

せ
 

さ
 

ち
 

柵
 

雌
 

生
 一＋'  

「水揚げ」をしっかりと 

切
り
花
を
で
き
る
だ

け
長
＜
、
新
鮮
な
状
態

で
長
持
ち
さ
せ
る
テ
ク

ニ
ツ
ク
を
紹
介
レ
ま
レ

き
つ
。
こ
う
し
た
技
術

を
「
水
揚
げ
」
とい
い
、
 

切
り
花
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
 一
 

般
的
な
方
法
を
三
例
挙
げ
て

み
ま
し
た
。
 

ま
ず
、「水
切
り
」
で
す
。
 

ほ
と
ん
ど
の
切
り
花
に
使
わ

れ
て
い
る
方
法
で
す
。
深
め

の
容
器
に
新
鮮
な
水
を
入
れ
、
 

水
の
中
で
茎
の
根
元
か
ら
一
一
 

5
三
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
を
、
 

は
さ
み
で
切
り
落
と
し
ま
す
。
 

枝
も
の
は
斜
め
に
、
切
り
花

は
刃
先
を
使
っ
て
真
っ
す
ぐ

に
切
り
ま
す
。
水
の
な
か
で

切
る
と
空
気
が
切
り
ロ
か
ら

入
ら
ず
、
す
ぐ
に
水
を
吸
い

込
み
ま
す
。
茎
の
柔
ら
か
い
草
花
は
、
 

は
さ
み
で
切
る
と
切
り
ロ
が
つ
ぶ
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ナ
イ
フ
で
切

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
 

次
は
、「切
り
口
を
焼
＜
」
で
す
。
 

茎
の
切
り
ロ
を
濡
れ
新
聞
紙
に
包
み
、
 

ガ
ス
な
ど
の
火
で
根
元
が
黒
＜
な
る

ま
で
焼
き
ま
す
。
変
色
し
た
ら
、
す

ぐ
に
二
時
間
近
＜
水
に
入
れ
て
お
き

ま
す
。
炭
化
さ
せ
雑
菌
を
殺
す
と
と

も
に
、
茎
が
腐
り
に
＜
＜
な
っ
て
水
 
 揚

げ
が
よ
＜
な
り
ま
す
。
 

一
一
一
番
目
は
、「熱
湯
処
理
」
で
す
。
 

茎
の
柔
ら
か
い
春
の
花
な
ど
に
適
し
 

て
い
ま
す
。
茎
の
根
元
か
ら
二
5
「
ー
 

セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
を
切
っ
て
、
根
元
 

を
そ
ろ
え
て
束
に
し
、
切
り
ロ
を
紙
 

に
包
み
ま
す
。
お
湯
が
沸
い
て
か
ら
、
 

紙
に
包
ん
だ
ま
ま
茎
元
を
一
5
二
分
 

間
煮
沸
レ
ま
す
。
変
色
し
て

き
た
ら
、
直
ち
に
茎
を
水
の

中
に
入
れ
ま
す
。
こ
の
作
業

で
、
雑
菌
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
微
生
物
を
殺
し

た
り
レ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
 

茎
元
の
水
分
を
押
レ
上
げ
、
 

水
揚
げ
を
よ
＜
し
ま
す
。
 

し
お
れ
か
か
っ
た
花
は
、
 

逆
さ
に
レ
て
水
を
か
け
、
濡

れ
た
新
聞
紙
で
包
み
ま
す
。
 

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
に

丈
の
半
分
以
上
を
つ
け
て
、
 

涼
し
い
場
所
に
置
き
ま
す
。
 

元
の
状
態
に
戻
っ
た
ら
、
水
揚
げ
を
 

し
て
新
聞
紙
に
包
み
、
水
を
入
れ
た
 

バ
ケ
ツ
な
ど
に

一
晩
つ
け
ま
す
。
 



ら
せ
て
頂

い
て
き
ま
し
た
。
中
で

も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
 

中
里
静
和
園
十
年
連
続
慰
間
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
青
森
県
知
事
よ

り
感
謝
状
と
い
う
思
い
が

け
な
い

ご
ほ
う
び
を
頂
い
た
こ
と
で
す
。
 

踊
り
や
歌
が
好

き
で
始
め
た
会

で
す
か
ら
、
初
心
に
か
え
っ
て
現

在
は
、
少
し
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
気
味

に
慰
間
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
会

員
も
こ
の
と
こ
ろ
高
齢

？
に
な
っ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、

月
に
一
回
の

を
フ
ォ
ケ
や
新
舞
踊
の
稽
古
と
温

泉
巡
り
を
中
心
に
楽
し
ん
で

い
ま

す
。
年
に

一
度
の
一
泊
旅
行
が
あ

り
、
会
員
十
五
人
が

こ
の
旅
行
ば

か
り
は
人
数
が
倍
に
増
え
て
い
る

と
い
っ
た
珍
現
象
？
も
有
り
、
歌

に
踊
り
に
に
ぎ
や
か
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
も
】
緒

に
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
 

	mIII川川川II 広報かなぎ ⑧
 

花扇会の皆 さ ん 

お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

花

扇
会
 

凡喝準OcO巨1 ~ 

●イ力のたたき 

材 料（ 4 人分） 

イカ 
	

2はい 

生しょうが 
	

1かけ 
あさつき 

青じそ 
プチトマト 
レモン 	 1ケ 

しょう油 	少々 

作り方 

①ィカの皮をむき細く切ってから 

出刃包丁でたたく。 

②生しょうがはみじん切り、あさ 
つきは小口。 

③レモンはくし形に切る。 

④器に青じそを敷き①のイカを盛 

り、プチトマトとレモンを絞り、 

しょう油を少し入れていただく。 

●イ力のともあえ 
材 料（ 4 人分） 

イカ 	耳と足 2はい分 
ふ（ゴロ） 	1ケ 

みりん 	大サジ 1 

みそ 	大サジ 1と 1/2 
唐辛子 	少々 

作り方 

①ィカの足の吸盤を包丁でそぎ切 

りにする。 

②ィカの耳と足を一口大

に切り、たっぷりの熱

湯にくぐらせる。 

③ざるに上げておく。 

④鍋にみりん、みそ、皮
をむいたふ（ゴロ）を

入れて妙める。 
⑤③、④に唐辛子を入れ

混ぜ、器に盛る。 

（きめを細かくするに
は④をすり鉢でする。） 

●鶏だんごと大根のスープ煮

材 料（ 4 人分） 

“鶏ささ身挽肉 24og 240g 
長ねぎ 	1/2本 1/2本 

生しょうが 1かけ 1かけ 
⑧ しょう油 	大サジ 1 大サジ 1 

大サジ 1/2 酒 	 大サジ 1ノ 
ごま油 	小サジ 1 小サジ 1 

一でん粉 	大サジ 1 大サジ 1 
揚げ油 	 適宜 適宜 
大根 	 400g 
人参 	 b0Og 
ごぽう 	 b0Og 
固形スープの素1個、水4 カップ 
昆布 	 1 5cm 
「酒 	 大サジ 2 

（日）~砂糖 	大サジ 1 
［しょう油 	大サジ 1 

作り方 

①長ねぎと生しょうがは細かくみ

じん切りにする。 

②鶏ささ身に④を入れよく練り混

ぜて、一口大の団子に丸めて熱

した揚げ油できつね色になるま

で揚げる。 

③大根は皮をむいて乱切りにする。 

④人参、ごぽうは皮をこそげ落し

乱切りにする。 
⑤鍋に水とスープの素、昆布を入

れ軽く煮だしてから③と④を入

れ煮立ってきたら⑧を入れ野菜

が柔らかくなったら鶏団子を加

えて5-6分煮込む。 

今回は、先日開かれた『男の料

理教室』で作った献立です。これ

からは男性も自分の手で料理を手

作りし、健康管理をしましょう。 

4
4
4
1

少
 

本
枚

個
ケ

々
 

花
扇
会
の
正
式
名
称
は
、
 

花
扇
舞
踊
研
究
会

（
会
長

廿

中
西
清
逸
）
と
い

い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
十
月
に
発

足
し
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち

ま
し
て
今
年
二
十
六
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

発
足
当
初
は
、
中
里
静
和

園
、
あ
し
の
園
や
各
老
人
ク

ラ
ブ

へ
の
慰
間
を
頻
繁
に
や
 



麗 4, り つがる弁 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。 
今回当選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募
下さい。 

金 木 青 山 ハルエ さん 
金 木 北 川 セ 	1ソ さん 
金 木 田 中 美智子 さん 

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い 
津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたも 
のです。 
Q.「わいのめくったじゃ」 を標準語に直して下さい。 
正解者の中から抽選で3 名様に素敵な記念品を差し 

上げます。どんどん応募して下さい。 
応募方法 
ノ、ガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入の 
うえ 
①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなかっ 
記事④ご意見・ご感想を記入のうえ 
〒 037-02 金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 
までご応募下さい。 
応募の締切は 4 月 3 日当日消印有効。当選者の発表 

は 4 月号に掲載します。 
2 月号の答「味噌汁をひっくり返してしまいました。」 
当選者は次の 3 名です。 

こ
く
み
ん
ねん
き
ん
 

四
月
分
か

ら
 

保
険
料

が
変
わ

り
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分

か
ら
月
額

一
二
，
三
〇
〇
円
に
変

わ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
が
支
給
す
る
年
金
は
、
 

加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

と
国
か

ら
の
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

現
在
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
し

て
い
る
た
め
、
そ

れ
に
伴
っ
て
増
大
す
る
給
付

費
、
 

つ
ま
り
受
給
権
者

に
支
払
う
年
金

を
調
達
す
る
た
め

に
は
、
保
険
料

を
引
き
上
げ

て
い
か
ざ
る
を
え
ま
 

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
段
階
的

に
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な
が

ら
、
加
入
者
に
急
激
な
負
担
増
を

強
い
る
こ
と
の
無
い

よ
う
に
し

た

の
で
す
。
 

国
民
年
金
が
健
全
に
運
用
さ
れ
、
 

世
代
間

の
公
平
な
負
担
が
保
た
れ

る
よ
う
、
保
険
料

の
引
き
上
げ

に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。
 

国 民 年 金 

無理のむい負担のために 

金
木
病
院
カ
ル
テ

⑩
 

め
ま
い
に

つ
い
て
 

内
科
医
長
 
西
 
村
 

崇
 

身
体
が

ふ
ら
ふ
ら
す
る
、
目
が

回
っ
て
吐
き
気
が
す
る
、
立
ち
く

ら
み
が
す
る
な
ど
、
時
々
経
験
す

る
め
ま
い
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま

す
。
 

め
ま
い
に
は
、
耳
が
原
因
と
な

る
末
梢
性
（
内
耳
性
）
の
め
ま
い

と
脳
が
原
因
と
な
る
中
枢
性
の
め

ま
い
が
あ
り
ま
す
。
 

末
梢
性
の
代
表
的

な
も
の
に
は
、
 

メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
良
性
発
作

性
頭

位
肱
量
症
、
突
発
性
難
聴
、
前
庭

神
経
炎
や
、
耳
の
炎
症
の
内
耳
炎
、
 

中
耳
炎
、
 ハ
ン
ト
症
候
群
な
ど

が

あ
り
ま
す
。
 

中
枢
性
の
も
の
に
は
、
脳
の
血

管
性
病
変

（
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な

ど
）
、
脳
腫
蕩
、
神
経
変
性
疾
患

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

末
梢
性
（
内
耳
性

）
の
も
の
で

は
、
め
ま
い
は
く
る
く
る
回
る
回

転
性
の
事
が
多
く
、
耳
鳴
り
や
耳

の
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 ハ
ン
ト
症
候
群
は
、

耳

に
で
き
る
つ
ブ

2

】
で
、
顔
面
神

経
麻
庫
、
難
聴
、
め
ま
い
、
耳
に

痛
み
を
伴
う
水
潜

が
出
来
る
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
 

中
枢
性
の
も

の
で
は
、
中
脳
、
 

橋
、
延
髄
、
小
脳
な
ど

の
脳
の
障
害

さ
れ
る
部
位
に
よ
っ
て
、
め
ま
い

以
外
の
症
状
が
異

な
り
、
症
状
は

徐
々
に
増
悪
す
る
こ
と
が
多

い
で

す
。
 

い
ず
れ

に
し
て
も
、
め
ま
い
が

出
現
し
て
、
安
静
に
し
て
も
改
善

し
な
け
れ
ば
、
内
科
、
神
経
内
科
、
 

耳
鼻
科
な
ど
で
診
察
や
処
置
を
受
 
 け

ま
し
ょ
う
。
 

最
後
に
、
小
児
の
め
ま
い
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。
大
人
と
違
い
、
 

訴
え
が
は
っ
き
り
し
な

い
た
め
、
 

急
に
子
供
が
上
手
に
遊
べ
な
く
な

っ
た
り
、
運
動
が
下
手
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と

に
親
が
気
付

い
て
判

る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
小
児

の
場
合
の
原
因
は
中
枢
性
障
害
、
 

特
に
小
脳
な
ど

の
腫
傷
の
確
率
が

高
い
の
で
、
症
状
に
気
付

い
た
ら

早
め
に
受
診
す
る
よ
う
に
し

ま
し

よ
、つ
。
 

広報かなぎ旧川川I'll' 



、 

 

	ン 

2月末現在 前年同月比 

男 5,981人 △ 46人 

女 6,592人 △ 49人 

計 12,573人 △ 95人 

世帯数 3,914 	 39 

、
 
ノ
 

人
ロ
と

世
帯
 

／
 

、
 

大
橋

毒
々
子

（4
9才
）
金
 
木

白

川
 
た
 
み

（8
1才
）
川
 
倉
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
 

戸 

籍 

の 

⑩
 

ImlII liii川旧 広報かなぎ 

企画室では、町民の皆様からホ 

	-ヘニフ J 	  

企画室からのお知らせ 

元気で健康に育って 
（母 須藤トシ子より） 

は じめ ま して 

ノぐノぐは女優に、ママはひまわリのような子に
育って欲しい （母山中詠子より） 

、
ー

I
ノ

ノ‘
 

ソトな話題の提供をお待ちしておくー、 

リます。 	 It 	 

どんなささいな事でもかまいまノ 

せん。面白い事、珍しい事など有 1 

リましたら役場企画室までご連絡メー、 

下さい。 	 、 

合 5 3 一 2 1 1 1内線 286 	ノ 

一
月
届
出

分
 

お
め
で

と
う
 

長
尾
 

優

貴

一
修

）
神
 
原

須
藤
 
飛

（毒
彦
）
喜
良
市

今
 

優
佳

（
要市
）
喜
良
市

山
中
明

、
嘩
（
一
宏
）
嘉
 
瀬

本

村
 
実
吹

（
純

）
金
 
木
 

己
A
 
お
し

山
め
わ
せ
、
～
 

（
秋元
 
章
吾

（
哲雄
）
稲
 
垣
 

「
小
笠原
僚
子
（
利三
郎
）
喜良
市
 

霧
由
」『
一
」
瞬
一
鯵
 

露
難

一
駐
稀
誘
 

（「
r隣
一
麓
鰐
 

お
く
や
み
 嘉

 
金
 

福其白村荒鳴

士田 川 田 関海 

タネ裕敬里憲 
ョ コ 記一郎治 

83 70 19 66 60 61 
才才才才オ才 

金川 金金 

あ
な
た
の

善
意
 

あ
り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
し

た
 

（
敬
称
略
）
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

漬
 
田
 さ
 
き
（
下
派
立
）
 

一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
 

▼
老
人
ク
ラ
ブ
嘉
瀬
支
部
 

演
田
さ
き
 
五
O

，
〇
〇
〇
円
 

訂

正
と
お

詫
び
 

広
報
か
な
ぎ
二
月
号
十
ペ
 

ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
 

①
 
白
川
龍
之
介
 

⑧
 
白
川
龍
之
助
 


